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§1. はじめに 

年代の古い歴史地震は地震発生時において、計

測機器などが存在しないため、精度よく震源を推定

することができなかったことから、震源特性が明らかで

ないことが多い。技術が発達した現代では、震度情

報により震源情報を推定することが多いが、地震規模、

震源深さ及び地震の発生位置などのパラメータの間

にトレードオフが生じると考えられるため、いまだに震

源に関する情報が明確でないケースがみられる。そ

の一つの例として、1855 年安政江戸地震があげられ

る。この地震に関する震度の情報は調べられている

が、関東地方の複雑なプレートテクトニクスや地下構

造などが存在することから、震度分布を説明するため

に、地震のマグニチュード、震源深さ、地震タイプな

どのパラメータは複雑に絡めあって、震源に関する解

には諸説があるのが現状である。既往の研究では、

地震の規模を M6.9 と 40 km 程度の組み合わせ（宇

佐美、1983）、地震規模が 7.4，６震源深さが 60 ㎞の

太平洋プレート上面の地震（引田・工藤、2001；中村・

他、２０１５）、フィリッピン海プレートとユーラシアプレ

ート境界あるいはフィリッピン海プレート内の M7.2 

の地震（Bakun、2005）、フィリッピン海プレート内の 

Mw7.1 の地震(佐藤、２０１６)を推定している．浅い地

殻内の地震（古村、2003)などの研究結果もみられる。

これまでの研究において、特に近年の研究では詳細

な断層モデルを仮定し地震動を推定し、よい計算結

果も示されているが、計算できるケースが限られてい

るため、さらなる検討の余地がなお残されていると考

えている。 

そのために、昨年度の研究会においては、司・イブ

ラヒム（2018）は遺伝的アルゴリズムと PGV の地震動

予測式の組み合わせにより、震源位置と地震規模に

ついて推定しているが、深部地盤の影響が考慮され

ていない問題点に残っている。そこで、本研究では、

基盤上の地震動最大値と加速応答スペクトルの地震

動予測式と地盤増幅特性の簡易評価式をセットで用

いることにより、複雑な地盤構造による影響を評価す

ることと、地震動予測式の計算が単純であることから、

これまでに想定されている１８５５年安政江戸地震の

震源域を含むような３次元広域空間において、震源

位置、地震規模の２つの変数にして、計算震度と推

定震度との適合度が最適になるように、遺伝的アルゴ

リズムを用いることにより最適化を行い、安政江戸地

震の震源パラメータを推定することを試みた。 

§2. 方法 

Si et al. (2013)は Vs=2.0km/s 以上の堅い岩盤上

に対応する加速度応答スペクトルと PGA、PGV の地

震動予測式を提案されている。一方、この固い岩盤

から任意の地盤までの増幅率は、地盤の地表から 30

メートル深さまでの平均 S 波速度 Vs30 と Vs1.5km/s

程度岩盤の上に存在する堆積層の厚さ H を説明変

数とした評価式も提案されている。この二つの式を組

み合わせて、Vs30 と堆積層深さのデータは研究開発

法人防災科学技術研究所が運営されている J-SHIS

から取得することによって、任意地点における PGV が

推定される。この PGV に対して、全国地震動予測地

図と同じ手順で、震度に変換して、歴史地震に対して

推定された震度との残差を計算して、この残差が最

小になるように、震源位置、地震規模と地震タイプを

変えながら最適な解を求める。本研究で用いる震度

のデータは中村・他(2007)で使用されているものを用

いた。本検討では、まず 2005 年 7 月 23 日に発生し

た千葉県北西部の地震により観測された震度データ

を用いて、震源パラメータを推定し、手法の妥当性を

確認したうえ、安政江戸地震の震度データを用いて

震源位置などの震源特性を推定することとした。 
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